膵癌に対する放射線治療計画での標的体積作成における呼吸同期FDG-PETと非呼吸同期FDG-PETとの比較 by Kishi, Takahiro
Title
Comparative evaluation of respiratory-gated and ungated FDG-
PET for target volume definition in radiotherapy treatment






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（  医   学） 氏 名 岸 高宏 
論文題目 
Comparative evaluation of respiratory-gated and ungated FDG-PET for 
















 2013 年 12 月から 2015 年 3 月にかけて 4D-PET を施行し、膵癌病変に有意な
FDG 集積を認めた 14 例を対象とした。各症例に対し、3D-及び 4D-PET を用い
標的体積を作成した。まず、3D-PET を用い BTV3D を作成した。この BTV3D
に対し、4D-CTを用いた過去の文献にて推奨されている一律のマージンを付与し
ITV3Dを作成した。一方、4D-PETを用いて ITV4D（= BTV4D：ITV4Dは呼吸
性移動を含んでいるため）を作成した。ITV4D の標的作成には 4D-PETの全 5相
の呼吸位相を用い、この各 5 相において作成された標的体積を重ね合わせること
で ITV4Dを作成した。 
 BTV3D、ITV4D、ITV3Dの中央値は、それぞれ 11.64、14.15、24.33 mL（範
囲：2.16-15.66、7.83-31.61、8.74-44.98）であった。ITV4Dは BTV3Dに比し平
均 1.6 倍（範囲：0.8-2.3）大きかった。ITV3D は ITV4D に比し平均 2.0 倍（範
囲：1.1-3.4）大きかった。 








て ITVを作成すると、11.16 mL（範囲：4.17-18.47）と ITV4Dを更に 21%縮小
することが可能であった。 












8.74-44.98、7.83-31.61）であった。ITV3D は ITV4D に比し平均 2.0 倍（範囲：1.1-3.4）
大きかった。 
 4D-PETにより ITVは小さくなるため、毒性の軽減の可能性が期待される。また、2
相の呼気相を用いて ITVを作成すると、11.16 mL（範囲：4.17-18.47）と ITVを 21%縮小
することが可能であったため、4D-PETの更なる利点として呼吸移動対策への応用可能性
が挙げられる。 






  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28年 12月 2日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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